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 台風被害から回復したハヤトウリの実がやっと膨らみだしたので、いつ降霜

があるのか、ハラハラしています。平安な歳末と新年を家族の皆様と楽しくお

過ごし下さい。 

世界とともに日本も現代史が大きく動く年になるのでしょう。遊行の徒は敦

煌の趙行徳になったつもりで、ITデジタルや生命科学の過剰な便利に抗って、

もっぱらアナログの書籍や資料の整理を楽しみます。 

日本村塾ゼミで、自然のなかでの暮らしや生業について皆様と一緒にもっと

学び、山村に暮らす楽しみ、人々の幸せや誇りについて語り合いたいです。都

市民はもっと自然に親しまないと、人間 H.サピエンスでないもの AIや得体の

しれない生命体の下僕になってしまいます。 

科学が事実に拠らない神話を作るのはお断りです。事実を明かす現物証拠標

本を残したいです。 

会員および配信を希望される方に「植物と人々の博物館」の公開活動ニュー

スなどをお送りしています。 

なお、自然文化誌研究会の全体の活動は会誌「ナマステ」季刊でお知らせし

ています。 

友の会会員になっていただければうれしいです。 

また、顔見知り信頼のクチコミで友人・知人に広く転送伝達していただける

とありがたいです。 

  

○報告 

1. 「憲法に環境原則を追加する提案」についての研究会： 

現在の提案書（憲法前文と第三章環境を加筆）は次のホームページで読めま

す。 

    http://www.kanbun.org/2017/170824teigen/170824teigen.html 

シンポジウム記録など、木俣発表資料は下記で見られます。 

   http://www.milletimplic.net/collegefores/envcontmk.pdf 

 

2. 雑穀街道について相模原市緑区長が興味を持ってくださったそうで、12月

6日に、木下さんと一緒に緑区藤野まちづくりセンターに行き、佐藤所長と長

田課長にご説明に上がりました。 

いずれ緑区長にご仲介くださるようです。 

  

http://www.kanbun.org/2017/170824teigen/170824teigen.html
http://www.milletimplic.net/collegefores/envcontmk.pdf


 ○予定 

１． 植物と人々の博物館開館・作業予定日： 2018 年 12月 14（金）、21

（金）、2019 年 1 月 11 日（金）の予定です。 

植物と人々の博物館／森とむらの図書室では、順次、図書・植物標本・資料や

民具の展示解説をしています。ご利用くださるとともに、作業にご協力いただ

きたく、よろしくお願いします。ご利用や協力いただける方は黒澤または木俣

にメールしてください。ご都合に合わせて、上記以外でも日程調整します。場

所は小菅村井狩集落バス停近く、細川邸の前、道の駅臨時駐車場の坂を下って

すぐです。 

学大探検部収集の民具類も整理・収蔵・展示しています。しばらくはインド

亜大陸収集の標本整理をしています。 

森とむらの図書室では日本の食文化・民俗関係を整理しています。順次資料

のリストはホームページで公開しますので、ご利用ください。 

 

2. 食農教育座談会 3： 次回の開催は未定です。人間の文明史など読書会も

良いかなと思います。 

日本村塾の自給農耕ゼミ、民族植物学ゼミ、扶桑こくゼミは、希望者があれば

日時・場所・話題などを調整して、 

読書会を開催します。都市農業や家族農業の図書文献は森とむらの図書室（小

菅および藤野分室）で閲覧できます。 

関連の講演資料や研究報告はホームページで読めます。 

 

3. 雑穀街道と FAO世界農業遺産  

 FAO世界農業遺産関連情報をお伝えするウエブページ『雑穀街道』では、雑

穀街道普及会の賛同者を募っています。 

2年後にはぜひ申請できるように、賛同が広がるようにどうぞご援助ください

ますようにお願いします。 

FAO世界農業遺産ですから他地域や外国の方々も含めて賛同者を増やすよう

に、一層のご助力をお願いします。 

下記ホームページに活動の現況や関連資料を順次更新していきます。 

世界農業遺産などに関する紙ベースの資料・図書は「植物と人々の博物館／森

とむらの図書室」で閲覧していただけます。 

  http://www.milletimplic.net/milletsworld/millstr.html 

なお、『日本雑穀のむら』序章で雑穀の栽培史、第 3章・第 4章で、雑穀街

道地域の調査研究の成果（1974～2017）、 

補論 2主食の起源をまとめてあります。 

  http://www.milletimplic.net/milletsworld/milletsn/jnpmilvil.html 

http://www.milletimplic.net/milletsworld/millstr.html
http://www.milletimplic.net/milletsworld/milletsn/jnpmilvil.html


4. 来訪者： 11 月 26 日に中山さん（帝京大学文化財研究所）と赤司さん

（東京大学総合研究博物館）が植物標本を見に来てくださいました。 

 

5．民族植物学第 12 号は編集中で、2019年 1月頃発行予定です。主な内容は、

先真文明への覚書 5、自分で日本国憲法を考える第 3報、書評 2編、活動記録

2編ほかに論文 2編です。次の第 13号からは電子出版のみにする予定ですが、

ご寄稿を歓迎します。バックナンバーは僅少ですが、希望者に差し上げます。 

これまでのすべての記事 pdfは植物と人々の博物館ホームページ（ミュージ

アムグッズ）で読めます。メールマガジンもすべて記録してあります。会誌ナ

マステは自然文化誌研究会のホームページで読めます。 

 

6．『雑穀の民族植物学―インド亜大陸の農山村から』は民族・信仰について

学びながら、南アジアについて、個人の現地調査の体験をまじえながら、自由

に書いています。現在はスリランカとバングラデシュの雑穀を研究会に参加

し、文献を読んで、学んでいます。『日本雑穀のむら』は第 5章中部地方の雑

穀文化複合、補論 3副食主菜の起源を検討しています。『環境学習原論』およ

び『第四紀植物』、“Essence of Ethobotany”はまだ非公開ですが、書き進め

ています。これらは、下記の雑穀・民族植物学関係個人ホームページで読めま

す。引用してくださる場合は、順次必要に応じて改訂していきますので、「木

俣（2019未定稿）」としてくださるようにお願いします。 

 

********************************************************************** 

自然文化誌研究会（東京都日野市）：代表 中込卓男、副代表 中込貴芳（東

京）、小川泰彦（埼玉） 

ミューゼス研究会／トランジション小菅（山梨県小菅村）：代表 青柳諭、副

代表 亀井雄次 

植物と人々の博物館（山梨県小菅村）：館長 木下善晴 

日本村塾生・研究員：木俣美樹男（東京）、西村俊（石川）、藤盛礼恵（千

葉）ほか 

雑穀街道普及会  

http://www.milletimplic.net/milletsworld/millstr.html 

事務局長：黒澤友彦（山梨県小菅村） npo-inch@wine.plala.or.jp 

公式 HP：自然文化誌研究会  http://www2.plala.or.jp/npo-inch/ 

 植物と人々の博物館 http://www.ppmusee.org/ 

メールマガジン発行： 木俣美樹男 kibi20kijin@yahoo.co.jp 

雑穀・民族植物学関係の個人 HP:生き物の文明への黙示録   

http://www.milletimplic.net/    

  

http://www.milletimplic.net/milletsworld/millstr.html
https://web-mail-2016.jaist.ac.jp/#2
http://www2.plala.or.jp/npo-inch/
http://www.ppmusee.org/
https://web-mail-2016.jaist.ac.jp/#2
http://www.milletimplic.net/


写真 添付できないようです。 

JR中央線藤野駅ホーム北の雑穀畑、藤野倶楽部の無形の家には森とむらの図書

室分室をお借りして原沢文庫など（農林業、教育関係書籍 1300冊）を置いて

います。ご利用ください。雑穀類のローカル・シード・バンクもあります。 

 

  

木俣美樹男   Mikio KIMATA kibi20kijin@yahoo.co.jp 

植物と人々の博物館／日本村塾 研究員塾生 

Nihonmura College for Environmental Studies, Plants and People Museum 

公式 HP： http://www.ppmusee.org  

個人 HP: http://www.milletimplic.net 

 


